
           
 

   

二
学
期
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
も
う
す
ぐ
一
年
を
終
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
二
学
期
は
文
化
祭
や
体
育
祭
、
二
年
生

は
修
学
旅
行
な
ど
、
多
く
の
楽
し
い
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

三
学
期
は
期
間
が
短
い
で
す
が
、
年
度
の
集
大
成
と
し
て

毎
日
を
大
切
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

 

体
育
祭
＝
Ｓ
Ｕ
Ｍ 

 

（
青
春
！
さ
く
ら
清
修
：
全
員
！
全
力
） 

 

九
月
二
十
七
日
、
晴
天
の
な
か
二
年
ぶ
り
に
体
育
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
種
目
は
三
人
四
脚
リ
レ
ー
か
ら
始
ま
り
、

玉
入
れ
、
大
縄
跳
び
、
特
殊
バ
ト
ン
リ
レ
ー
、
竹
取
物
語
、

部
活
動
対
抗
リ
レ
ー
、
借
り
物
競
争
、
綱
引
き
、
そ
し
て
最

後
に
学
年
別
対
抗
リ
レ
ー
と
い
う
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
し
た
。

特
に
盛
り
上
が
っ
た
の
は
学
年
別
対
抗
リ
レ
ー
で
す
。
意
地

と
プ
ラ
イ
ド
を
か
け
た
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
事
前
か
ら
準
備
を
し
て
く
れ
た
体
育
委
員
、
生
徒
会
、

各
係
の
皆
さ
ん
、
当
日
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
生
徒
の
皆
さ
ん
、

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
二
年
ぶ
り
の
体
育
祭
、
無
事
に
終
わ

ら
せ
る
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
体
育
祭
順
位
） 

１
位 

青
団 

４
１
１
点 

２
位 

白
団 

３
９
０
点 

３
位 

橙
団 

３
１
４
点 

４
位 

紫
団 

３
０
４
点 

５
位 
赤
団 

２
９
２
点 

６
位 

黄
団 
２
６
９
点 

  

持
久
走 

今
年
度
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
か
わ
り

に
、
体
育
の
授
業
の
中
で
男
子
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
女
子
二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。 

（
体
育
持
久
走
結
果
） 

【 

男
子
総
合 

】  
 
 

【 

女
子
総
合 

】 

一
位 

鈴
木 

那
央 

 
 

森
田 

夕
月 

二
位 

大
貫 

遥
久 

 
 

滝
口 

日
桜
凛 

三
位 

前
田 

大
翔 

 
 

野
中 

梨
花 

 

四
位 

天
海 

遥
希 

 
 

宮
本 

陽
梨 

五
位 

松
本 

航
汰 

 
 

五
味
田 

那
奈 

六
位 

伊
藤 

陵
太 

 
 

山
田 

唯 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

髙
橋 

瑞
絵 

七
位 

群
司 

成 
 

 

八
位 

岡
村 

颯
斗 

 
 

蓮
池 

マ
ヤ 

九
位 

池
上 

拓
斗 

 
 

齋
須 

愛
菜 

十
位 

 
 
 
 
  

 
  

  
 

 

山
内 

綾
乃 

 

入
賞
し
た
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

第４０号 

2022.12 

テ 

フ
ェ
イ
ル
ス 



修
学
旅
行 

【
一
日
目
】 

一
日
目
は
、
震
災
学
習
と
し
て
熊
本
城
に
行
き
ま
し
た
。

熊
本
城
ま
で
は
、
飛
行
機
と
バ
ス
で
の
移
動
で
し
た
が
、
移

動
の
疲
れ
を
忘
れ
て
し
ま
う
程
、
熊
本
城
が
築
い
た
歴
史
や

震
災
の
傷
跡
に
強
く
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

         

【
二
日
目
】 

 

二
日
目
は
熊
本
か
ら
長
崎
へ
フ
ェ
リ
ー
で
移
動
し
ま
し
た
。 

自
然
災
害
と
平
和
に
つ
い
て
学
習
し
、
日
本
が
味
わ
っ
た
戦

争
と
い
う
辛
い
記
憶
に
目
を
向
け
る
大
切
な
時
間
に
な
り
ま

し
た
。
郷
土
料
理
の
具
雑
煮
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。 

  
 

      

 

【
三
日
目
】 

三
日
目
は
、
長
崎
班
別
学
習
で
し
た
。
事
前
に
見
学
の
予

定
を
立
て
て
い
ま
し
た
が
、
全
て
予
定
通
り
と
は
い
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
含
め
て
班
の
み
ん
な
と
過
ご

し
た
時
間
は
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

 

 
 

        
【
四
日
目
】 

 

四
日
目
は
太
宰
府
天
満
宮
に
行
き
ま
し
た
。
自
分
の
受
験

や
学
習
に
つ
い
て
祈
願
し
て
き
ま
し
た
が
、
神
頼
み
だ
け
で

は
自
分
の
夢
を
叶
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
、
気
持
ち
を

切
り
替
え
て
学
習
に
取
り
組
も
う
と
思
い
ま
し
た
。 

         
【
修
学
旅
行
を
終
え
て
】 

 

こ
の
四
日
間
は
と
て
も
楽
し
く
、
す
で
に
あ
の
時
間
に
戻

り
た
い
と
思
っ
て
し
ま
う
程
で
す
。
私
た
ち
の
「
最
高
の
思

い
出
」
と
言
え
る
よ
う
な
良
い
修
学
旅
行
で
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
私
た
ち
が
安
全
に
旅
行
で
き
る
よ
う

計
画
を
立
て
て
く
れ
た
旅
行
会
社
の
方
や
先
生
方
、
旅
行
中
、

楽
し
く
見
学
で
き
る
よ
う
協
力
し
て
く
れ
た
生
徒
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
本
宮
・
小
貫
） 

行
事
予
定 

 

一
月
六
日
（
金
）
始
業
式 

 
 

 
 

 
 

 

課
題
テ
ス
ト
（
一
・
二
年
） 

 

一
月
一
四
日
（
土
）
～
一
五
（
日
） 

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト 

 
 

一
月
一
八
日
（
水
）
～
二
〇
日
（
金
） 

三
学
年
末
テ
ス
ト 

 
 

二
月
一
四
日
（
火
）
～
一
七
日
（
金
） 

一
・
二
学
年
末
テ
ス
ト 

二
月
二
〇
日
（
月
）
三
年
登
校
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

校
歌
・
式
歌
練
習 

二
月
二
八
日
（
火
）
卒
業
式
予
行 

三
月 

一
日
（
水
）
卒
業
式 

     

（
文
責 

戸
村
・
高
橋
） 

（熊本城） 

（水前寺公園） 

（平和祈念像） 

（食事風景） 

 

（ハウステンボス） 

（集合写真） 
（太宰府天満宮） 

 

十
一
月
二
九
日(

火)

～ 

十
二
月
二
日(

金) 


